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興味が引き起こされる心理的メカニズムに関する研究

｢興味引き金仮説」に基づくモデルの提案一

ResearchｏｎｔｈｅＰｓｙｃｈｏｌｏｇｉｃａｌＭｅｃｈａｎｉｓｍｉｎｔhe

Occurrenceoflnterests
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ａｒｏｕｓｅｄｉｎｔｅｒｅｓｔｓａｎｄｔｏｅｘａｍｉｎｅｔｈｅ“TriggeredlnterestsHypothesis'，thata

concrete，momentary，ａｎｄspecificeventarousedinterests・Participants（545

universitystudents)completedthepersonaldocumentsaboutthedevelopment

oftheirownintrinsicmotivations・Thecontentoftheirinterests,theexperience

oftriggeredinterestsornon-triggeredinterests,ｔｈｅａｇｅａｎｄｔｈｅｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔｏｆ

ｔｈｅｅｘperienceswerecategorized・Theresultswereasfollows:（１）27.4％ofall

datawereclassifiedastriggeredinterests,（２）thereweremoretriggerexperi‐

encesinthehighschoolagethaninotherages,(3)thecontentsaboutmusicand

readinｇｗｅｒｅｉｎａｕｅｎｃｅｄｂｙｔｈｅａｇｅＴｈｅｓｅｆｉｎｄｉｎｇｓｓｕｇｇｅｓｔｔｈａｔｉｎｔｅｒｅｓｔｓｃａｎｂｅ

illustratedbythetriggerinterestshypothesｉｓｔｏｓｏｍｅｅｘｔｅｎｔ．

1．問題と目的

学習への動機づけ研究における近年の動向として，学習への動機を一元的なものとしてとらえるので

はなく，発達的な観点から，構造的，統合的なものとして把握しようとする理論が提唱されるように

なってきた（鹿毛，1995;速水，１９９８など)。その動向を踏まえて，学習への動機づけの構造とその発

達について実証的に検討された結果，学習意欲はいくつかの質の異なる要素によって形成される構造を

なしていることや，意欲の高低によってその構造の統合のあり方が異なってくることなどが明らかにさ

れた。その中でも特に，意欲の高い者であるほど，内容必然的学習意欲（～がしたいからする）と自己

必然的学習意欲（肯定的な自己概念の獲得のためにする）とが統合した学習意欲の構造を持つ割合が高

いことなどが示された（鹿毛，1998,1999)。また，内発的動機づけの発達について記されたパーソナル

ドキュメントを分析することにより，学習への動機づけの発達過程も具体化されてきている（鹿毛，

2000)。
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それでは，内発的動機づけが発達する最も初期段階はどのようになっているのであろうか。Ｄｅｃｉ＆

Ryan(1991)は，内発的動機づけは興味から生じることを明らかにしている。興味は，知識の増加やポ

ジティブな情動など，個人の特性に関連した興味と，学習状況や学習内容など，状況に関連した興味の

2つに大別される。これらの興味の概念に共通している点は，どのような興味も個人の特性と状況との

相互作用によって生起するという点である(Renninger,Hidi,＆Krapp,1992)。それはたとえば，人と

物との関連（Fink,１９９１など）や，人と刺激との相互作用（Hidi,１９９０など)，個人と社会的環境にお

ける物，課題などとの相互依存(Renninger,1984;Renninger,Ｅｗｅｎ,＆Lasher,2002)などとして示さ

れてきた◎だが，その個人の特性と状況との相互作用自体がどのようなものなのかなど，興味が引き起

こされる心理的メカニズムについては必ずしも明らかになっていない。

では，何がきっかけとなって，つまり，どのような個人の特性(年齢や傾向性など）と環境とが相互作

用することによって，内発的に動機づけられて行う何かに対して初めて興味がわく（初発興味）のだろ

うか。また，興味は何か特定の出来事が引き金となって一瞬にして生起するのか，それとも，時間とと

もに徐々に生起してくるのであろうか。さらに，初発興味の内容によって，それが生起しやすい個人の

特性，環境は異なるのであろうか。本研究では内発的動機づけについて記されたパーソナルドキュメン

トのデータを用いて，初発興味の内容を分類し，興味が生起したきっかけとなった環境，年齢との関連

について検討することで，内発的動機づけの発達における最も初期段階である初発興味のメカニズムを

モデル化することを目的とする。特に，モデル化を目指すにあたり，興味が生起したきっかけが衝撃的

である，つまり，個別具体的で一時的な特定の出来事（｢あのとき，あの瞬間｣）が引き金（契機）となっ

て初発の興味が生じるというモデル（興味引き金仮説）を設定し，このモデルに基づいて分類する。そ

して，分類された初発興味の内容，環境，年齢，そしてこれらの相互関係について検討することで興味

の生起する心理的メカニズムを明らかにすることが目的である。あらかじめ仮説を設定するのは，その

仮説に基づくことで，分類の視点が明確になり，より詳細に心理的メカニズムを検討することができる

と考えるからである。

2．方法

2.1被調査者

都内２大学（共学・女子大学各１）に在籍し，「教育心理学」を履修中の大学生・大学院生５４５名（男

性１９４名，女性３３９名，不明１２名）であった。

2.2調査方法

自分自身の内発的動機づけの発達について分析したパーソナルドキュメント（2,000字以上）を収集

した。依頼する際，被調査者には以下の５つの内容を文章の中で必ず記述するように求めた。

①内発的動機づけの具体的内容：何に対して内発的に動機づけられている，または．いたのか。

②理由ときっかけ：なぜ，そのことについて内発的に動機づけられたのか。また，その契機は何か。

③発達の過程と影響を及ぼした要因

④自分にとっての意味・価値

⑤将来の展望

被調査者は「内発的動機づけ」を扱った講義をすでに受講していたが，依頼する際に内発的動機づけ
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の概念と参考文献について記したプリントを配布することによって，要求する課題に対する無理解が生

じないように配慮した。特に①については，もっとも内発的に動機づけられている内容を１つ選んで回

答するよう求めた。なお，このパーソナルドキュメントは「教育心理学」の成績評価のための'情報とし

ても用いられた。また，被調査者には書面で，これが研究目的で行われること，データとして用いるこ

とを拒否することができること，拒否することによって不利益が生じないことを知らせた。

2.3分析方法

本研究では，パーソナルドキュメントの内容のうち，①内発的動機づけ（興味）の具体的内容’②理

由ときっかけに焦点を当てて分析した。

①については，スポーツ，学問，音楽，語学，仕事，国際・文化，芸能（映画，演劇など)，読書，文

芸,美術，その他の１１カテゴリーに分類した。スポーツに関しては，自ら運動すること，観戦すること，

またそのスポーツに関する!情報を収集することも含まれる。学問に関しては，語学以外で具体的な教科

や内容が記載されているものに限り，勉強一般と判断されるものはデータから除外した。

②については，（a)引き金体験によるのか非引き金体験によるのか，（b)その体験をした時期（就学前，

小学校，中学校，高等学校，高等学校卒業後)，（c)その体験をした環境や場所（教育機関，家庭，自己内

意識，その他）の三次元で分類を行った。教育機関には，学校，塾，予備校，習い事などの教育的営為

が行われる場所を含む。自己内意識には，初発興味の契機となる出来事が，自己の外側で起きたことで

はなく，自己内部の意識の出来事として記述されているものを分類した。その他には，上記３つ以外の

場所で起きた出来事を初発興味の契機として記述されているものを分類した'。また，心理的メカニズム

を検討するため，事例を抽出し質的分析を行った。

②-(a)の引き金体験/非引き金体験の分類は，内発的動機づけの初発興味の契機が，個別具体的で一時

的な特定の出来事として記述されているか否かで分類したｏ個別具体的で一時的な特定の出来事の記述

とは，「あのときのあの出来事が，私の○○の興味を引き起こした」のような記述である。

なお，分類に当たっては，筆者５人が分担して行ったあと，全員で全データを検討し，同一の基準で

行われるように配慮した。

3．結果

3.1初発興味の種類と引き金体験との関係

分析においては，５４５の全データのうち，興味の内容として勉強一般と判断される２４を除外した

521のデータを対象とした。その結果，引き金体験に基づいて興味が生じたと回想しているデータは，

全体の27.4％（引き金あり１４３人，引き金なし３７８人）であった。また，初発興味の種類は，スポーツ

(22％)，学問（21％)，音楽（15％)，語学（12％)，その他（11％)，仕事（5％)，国際文化（4％)，

芸能（3％)，読書（3％)，文芸（2％)，美術（2％）の順に多いことが分かった。

さらに，得られたデータを，引き金体験の有無，興味の種類，年齢で分類した結果を表１に示す。た

だし，年齢の区分が不明な場合は表ｌから除いた。

ただし，環境や場所については，特に顕著な違いが見られなかったため，本稿では，結果，考察に記載しない

ものとする。
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表１引き金体験，初発興味の種類，年齢によるデータの分類（度数）

年齢

就学前 小学生 中学生 高校生

脊楽 ７ ８ ５ ６

学問 ３ ４ ４ 1１

芸能 ３ １ ０ ３

国際文化 ０ １ ０ ３

語学 ０ ２ ２ ６

仕事 ０ ２ ０ ２

スポーツ ４ ２ ３ １

その他 ２ ３ 1 ３

読書 ０ １ ２ ２

美術 ０ １ ０ ０

文芸 ０ ２ ０ ２

1９ 2７ 1７ 3９

音楽 ２４ ９ ８ ２

学問 ５ 1９ ８ 2５

芸能 ３ ３ ０ １

|際文化 ３ ２ ０ ４

語学 ３ ８ 1３ ８

仕事 ０ ２ ３ ３

スポーツ 11 2４ 2０ ７

その他 ６ ６ １ ３

読書 ７ １ ０ ２

美術 ３ ３ １ ０

文芸 ０ ２ ０ １

6５ ７９ 5４ ５６

合計
高卒後

４ ３０

３ ２５

０ ７

４ ８

８ 1８

１ ５

５ 1５

２ １１

０ ５

１ ２

１ ５

２９ 1３１

２ ４５

1４ ７１

２ ９

４ 1３

７ 3９

1２ 2０

２３ 8５

1８ 3４

２ 1２

０ ７

３ ６

８７ ３４１

3.2年齢と引き金体験との関係

年齢によって引き金体験の有無に差が生じるかを見るためにｘ２検定を行ったところ，有意であった

(X2(3)＝10.04,Ｐ＜､05)。そこで,年齢別に引き金体験の有無の頻度を表すと図ｌのようになった。図ｌを

見ると高校生において，引き金体験による初発興味が特に多いことが分かる。

3.3初発興味の種類，年齢と，引き金体験との関係

初発興味の種類が同じであっても，その年齢が異なることで，生起のメカニズムが異なる可能性があ
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る。初発興味の種類ごとに，引き金,体験の有無と年齢との関連を調べるためｘ2検定を行った結果，音楽

(x2(4)＝10.15,ｐ＜､05)，読書(X2(4)＝9.78,ｐ＜､05)で有意であった。これにより，初発興味の種類の中で

も，音楽と読書は，引き金体験の有無が年齢によって異なるといえる。そこで，年齢ごとに引き金体験

の有無と興味の種類との関係を表したものが図２である。図２から引き金体験の有無の頻度を元に，各

種類を相対的に比較した。その結果，音楽の場合，就学前においては引き金体験の頻度が相対的に低い

が，それ以降の年齢では高くなっていくことが分かる。逆に有意な結果ではなかったが，興味の種類と

して最も多く回答されたスポーツ，学問の２つは注目に,値する。まず，スポーツについては，就学前に

おいて引き金体験の頻度が相対的に高いが，それ以降の年齢になると低くなっていくことが分かる。ま

た，学問については，小学生において，引き金体験の頻度が相対的に低いが，中学生になると頻度が高

くなるということが分かる。

4．考察

4.1興味引き金仮説の妥当'性

本研究では，特定の出来事が引き金となって興味が生起するのか(興味引き金仮説)，あるいはそうで

はないのかに基づいて分類を行った｡結果として,全体の27.4％は引き金体験によって興味が生起した

ことが示された。仮説として設定した「興味引き金仮説」が，一部については当てはまることが示され

たといえよう。一方，残りの７割強については，興味が時間の経過とともに徐々に生起した例であり，

｢興味引き金仮説」では説明できない。この点については後述するが，以下ではまず「興味引き金仮説一

に合致した事例の特徴について考察する。

4.2興味と年齢との関係

パーソナルドキュメントで報告された興味を発生年齢別に分析した結果，特に高校において引き金体

験の頻度が高いことが示された（図１)。これは，高校入学後に行動範囲が広くなるためであると思われ

る。行動範囲が広くなった結果，中学までには経験できなかった新規の体験をする機会が多くなり，引

き金体験として興味の生起につながったのではないかと考えられる。一方，高校卒業後も行動範囲が広

がり，引き金体験の頻度が高まることも考えられるが，本研究ではそのような結果が示されなかった。

その理由として被験者の大部分が大学２年生か３年生であることが挙げられる。つまり，大学入学後に
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興味が引き起こされる心理的メカニズムに関する研究６９

興味を持ったことは比較的最近の事柄であるため，まだ本当の興味かどうか分からないのではないかと

思われる。レポート形式で興味のきっかけを報告する場合，明らかに自分が興味を持ったと確信できる

事柄を報告するため，高校時代に興味を持ったことを報告する傾向が高くなったと推察される。

興味の内容と年齢との関連で見ていくと，就学前と中学生の時期に特徴が現れた。就学前では，他の

時期と比較して音楽における引き金体験の頻度が低い。興味を持った事柄として音楽を挙げる人数は多

いのだが，それが引き金体験によるものではないのである。これは，就学前に音楽に興味を持つ場合，

家庭内での継続的な音楽環境によるところが大きいため，「あの時，あの瞬間」というはっきりした出来

事として記憶に残らなかったのであろう。一方，就学前であってもスポーツにおける引き金体験の頻度

は高い。スポーツは音楽と異なり，家庭外へ出て行うことが多いと考えられるため，非日常的でユニー

クな体験が，引き金体験として機能したのではないだろうか。

また，中学生において，学問の引き金体験の頻度が高くなっているのは興味深い結果である。初等教

育から中等教育へ移行することで，教科内容の変化，教科担任制の導入という新しい環境に身をおくこ

とになる。そのような新しい環境で学習をする結果，教科内容そのものへの興味が引き金体験によって

生起したのではないかと考えられる。このことは，教育現場に対して大きな示唆を与えるものである。

｢学力低下」や「理科離れ」など現在の教育現場には様々な問題があると指摘されている。しかし，本研

究の結果から，中学入学後の教科担任制の中で，生徒の興味を引き金体験のような特定の出来事によっ

て引き起こすことができる可能性が示されたのである。もちろん，生徒によってどのような出来事が引

き金体験となるのかについては，本研究では明らかにできないが，中学からの学習において，引き金体

験による初発興味の生起が多いという事実が示されたことは重要なことである。

4.3初発興味の生起する心理的メカニズム

ー般に，初発興味が生起する心理的メカニズムとして，もともと本人が持っている興味の種のような

ものが，ある出来事を境に興味へと発展していく過程が想定される。本研究では，パーソナルドキュメ

ントを分析する中で，このメカニズムには少なくとも２つのタイプが存在すると考え，初発興味が引き

金体験によるものとそうでないものとに分類した。引き金体験による初発興味の生起を「引き金型｣，継

続的な体験によるものを「非引き金型」とし，その心理的メカニズムの違いを図示したものが図３であ

る。引き金型では，引き金体験によって一気に興味へと結びついた様子を表している。一方，非引き金

初発興味 初発興味

,窓！
↑

聯
引き金型 非引き金翌Ｉ

図３初発興1床の分類
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型では，興味としての自覚がないまま継続的に体験を続けることで，いつからか興味につながった様子

を表している。このように，初発興味の心理的メカニズムには大別すると２つのタイプが存在し，本研

究の結果を踏まえると，この２分法がある程度妥当であると考えられる。

また，引き金型の個々の事例を検討すると，本人の傾向性の自覚があるか否かによって興味へと結び

つく過程が異なっていた。傾向性とは，もともと好きだった，あるいは得意だったという本人の特性の

ことである。どちらの場合も引き金体験となる鮮烈な経験によって興味へと結びついたのだが，もとも

とある種類のことをすることが好きだったと自覚していた場合は傾向性の自覚ありとなるわけである。

例えば，スポーツをすることがもともと好きだったなどというのは，傾向性の自覚ありとみなした。こ

のことから，引き金型の場合，その心理的メカニズムには本人の傾向性の存在が影響を与えているとい

える｡さらに，本人がその傾向性をたとえ自覚していなかったとしても，引き金体験によって興味へと

つながることも考えられるのである。

具体的な事例としては，以下の表２に示すとおりである。

傾向性の

自覚

有

弓：き余

蝿

非引き金型

導火線

表２初発興味の典型例

事例

幼い頃からきれいな色が好きで，ある口母親と手芸屋へ行ったとき，何卜色と並んでい

た刺繍の糸の美しさにとても感動して刺繍を始めた．〈就学前：その他〉

高校生のとき，志望大学の学祭に行った．学内をふらついていると，どこからか歌声が

聞こえてくるのでそれにつられて声のするほうへ行くと，たった５人でつむぎだされた

そのハーモニーに心を動かされ，家に着く頃にはそのサークルで歌を歌うことを決意し

ていた・〈高校生：音楽〉

中学生のとき，仲の良かった友人がいたので剣道部に入った．しだいに，数々の昇段審

査に受かりたい，先生に褒められたい，上達したいと思うようになり，また，上達する

過程が楽しいと思うようになった．〈中学生：スポーーツ〉

最初は何科'1かある中学校の授業のひとつに過ぎず，「させられている」という意識のも

とで英語を学習していたが，あるとき，１Ｍf段自分が使っていた文房具にＥをやると，そ

こに書かれていた短い英文が読めた．そのときの感動が，もっと英語が桃めるようにな

りたい、もっと英語を勉強したいという気持ちを起こさせた．〈中学生：語学〉

初発の興味

毒嬢
導火鯉型

図４導火線型
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ところで，表２の一番下の例のように，初めての経験ではないが，ある出来事を契機に興味へと結び

つくような事例が見られた。これは，非引き金型のように継続的な経験をしているが，その中で引き金

になるような大きな出来事があり，引き金型のように一気に興味へと結びついた事例である。本研究で

は，これを引き金型として分類しているが，ある程度経験しているという点で異なるため，「導火線型」

と名づけられるであろう（図４)。このように，人が興味を持つきっかけとなる出来事やそのメカニズム

には様々な過程が考えられるが，本研究において収集したパーソナルドキュメントの結果から，それら

広範な事例が４つの種類に分類できる可能性が示されたといえる。

4.4今後の課題

本研究では，データ収集の方法上の問題を２点挙げることができる。１点目として，本研究で対象と

したパーソナルドキュメントは回想的な記述に頼っているという点である。そのため，被験者の経験と

して新しいほど記憶として鮮明に残っている可能性が否定できない。年齢別の分析において，高校にお

ける引き金体験の頻度が高いのも，単に新しい記憶であるからとも考えられる。もう１点は，データそ

のものが被験者の文章表現力に大きく依存している点である。実際には，引き金型の興味であっても，

｢あの時，あの瞬間」という出来事の記述ができていないために，引き金型としてとらえられなかった可

能性がある。特に就学前に興味づけられた場合，何がそのきっかけとなったのかを鮮明に記憶できてい

なければ非引き金型のようにいつの間にかという表現になってしまうことも考えられる。以上２点の問

題を解決するために，今後は，様々な年齢層からデータを収集し，その時点で興味づけられている事柄

は何か，そしてそれはどの年齢段階において興味づけられたのかなどを検討していく必要がある。また，

縦断的な研究を行うことで，人が興味づけられている過程をよりダイナミックにとらえていくことがで

きれば，さらに詳細に検討することもできるはずである。

一方で，本研究で示された初発興味の分類それぞれが，人の興味の継続性にどのような影響を及ぼす

のか，さらに傾向性の有無や年齢など，引き金体験として機能する諸条件とはどのようなものかを理論

化していく必要がある。逆に，非引き金型は単に引き金型ではないという扱いをしたが，実際に非引き

金型とはどのような経路をたどって興味に結びつくのかを詳細に検討することも必要である。人の興味

は様々であり，多様な特‘性，環境要因が影響を及ぼすと考えられるが，本研究における興味の分類や特

徴は今後の研究に１つの指針を与える結果になるのではないかと期待される。

引用文献

Deci，Ｅ､Ｌ、＆Ｒｙａｎ，Ｒ‘Ｍｌ９９１Ａｍｏｔｉｖａｔｉｏｎａｌａｐｐｒｏａｃｈｔｏself:Integrationinpersonality・ＩｎＲ，Dienstbier

（Ｅｄ.）ｌＷ６ｍｓ々 ａｓｙ?”Cs如加ｏ”ｍｏ"Ｕα"o":Ｐｾ〆SPCC抑ｅｓｏ邦加o伽α"o"，Vol､３８，Ｐｐ，237-288．Lincoln，ＮＥ：

UniversityofNebraskaPress

Fink,Bl9911nterestdevelopmentasstructuralchangeinperson-objectrelationships､InLOppenheimer＆

』・Valsiner(Eds.)Ｔﾉzeoγｉｇ伽ｓＱ/αc"o":伽/e城Ｓｃゆ"刀α"α〃ｄ”e、α"o"α/Ｐｅ庵Pec"Ues,NewYork:Springer‐

Verlag

速水敏彦１９９８自己形成の心理一自律的動機づけ金子書房

Hidi,Ｓ､l9901nterestanditscontributionasamentalresourceforleaming.Ｒ”e”Ｑ/“"cα"o"αjReseα７℃ﾉ２，

６０(4),549-571．

鹿毛雅治１９９５内発的動機づけと学習意欲の発達心理学評論，３８(2),146-169．

鹿毛雅治１９９８学習と将来のつながり落合良行（編著）中学二年生の心理・自分との出会い大'二１本図書



７２社会学研究科紀要第６３号２００６

鹿毛雅治１９９９学習意欲の統合的構造を探る－教職志望動機の分析一慶膳義塾大学教職課程センター年報，１０，

５９－７７．

鹿毛雅治２０００学習意欲の構造とその統合的発達(3)日本教育心理学会第４２回総会発表論文集，539．

Renninger,Ｋ､Ａ､l9840bject-childrelations:Implicationsforbothlearningandteaching.Ｃﾉz”彩れ'ＳＥ"zﾉ加沙

ｍｅ"ＺＳＱ呪αγZcγjy,１，３－６．

Ｒｅｎｎｉｎｇｅｒ，Ｋ､Ａ,，Ｅｗｅｎ，Ｌ､，＆Lasher，Ａ､Ｋ、２００２Ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌｉｎｔｅｒｅｓｔａｓｃｏｎｔｅｘｔｉｎｅｘｐｏｓｉｔｏｒｙｔextand

mathematicalwordproblems・Ｌｅａｍ伽ｇα"ｄ／"sjmcZio〃，12,467-491．

Renninger,Ｋ､Ａ､,Hidi,Ｓ､,＆Krapp,Ａ、ｌ９９２ＴﾉｉｅＲｏｊｅＱｆ加彪”ｓｔ加Ｌｅａｍｉ"ｇα〃dDg”ﾉOPme〃t・Lawrence

ErlbaumAssociates,Publishers．


